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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
（本論文の意義）
　本論文のもつ第一の意義は、「音楽のもつ社会性とは何か」という音楽社会学（さらには芸術社会学・文
化社会学）の根本的な問いに正面から向き合い、「出来事」としての「音楽的媒介」という視座の構築を通
じて、社会学的な音楽研究に新たな方向性を示した点にある。「音楽的媒介」とは、人と人、人と事物との
関わりが音楽という出来事を生み出すとともに、その音楽がまた人と人、人と事物との関わりという出来
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事を生み出す双方向的関係を意味している。「社会が音楽を媒介し、音楽が社会を媒介する」という視点は、
音楽現象へのアプローチとしての自律美学と社会学的還元論の双方から距離をとりつつ、音楽のもつ社会性
をあらためて考察するための展望を切り拓くものである。エニョンやデノーラらのフィールドワークや実証
研究が示しているように、日常の社会生活における音楽経験やその社会的効果は、「作品」分析中心の専門
的音楽学から排除されてきただけでなく、音楽の意味を「社会的要因」から一方的に「説明」しようとする
社会学的研究からもまた軽視される傾向がある。本論文は「音楽的媒介」の視座を「出来事としての音楽経
験」の観点から裏打ちすることによって、エニョンやデノーラらの先行研究のもつ理論的含意をより徹底し、
明確に概念化することに成功している。自律美学主義や社会学主義などの還元論を慎重に避けつつ、偶発性
や不確定性、流動性や可変性をともなう個別具体的な音楽経験から遊離しない形で、音楽の社会学的研究を
新たに進めるための視座を構築したことは本論文のもつ大きな学術的貢献である。
　第二に、本論文は基本的には音楽社会学の研究視座をめぐる理論的論文であるが、その論証の過程で具体
的な事例研究が有効かつ生産的に用いられている点に注目したい。ある音楽愛好家がシューマンの音楽との
衝撃的な出会いとその後の愛着過程をつぶさに語った自伝的エッセイや、別の批評家がマーラー解釈をめぐ
るパートナー同士の関係性の葛藤と深化をふりかえったエッセイは、いずれも本論文の理論的主張を例証す
るための適切性の高いテクストである。前者の分析からは「出来事としての音楽経験」が説得的に提示され
るとともに、音楽への愛着が「出会い－探究－理解」の三つの契機からなる連続的プロセスとして把握でき
ることが導かれている。また、後者の分析からは、音楽の不透明さが新たな対人関係を生み出し、また、そ
の対人関係のあり方が音楽の新たな意味を生み出すという「共－生産」の具体的なプロセスが析出されてい
る。著者がこれらの貴重な資料を手にしたのは、文献猟歩の努力がよびこんだ幸運でもあるが、良質のテク
スト資料の丁寧な分析が本論文の理論的主張を肉付けし、具体的な説得力を与えていることを評価したい。
その結果、本論文は、「ある音楽の魅力にとりつかれる」といった、誰もが一度はもつ美的経験を社会学的
に扱うという難しい課題に挑戦した意欲的な研究となっている。
　第三に、本論文が近年の欧米の新たな音楽社会学や社会学的音楽研究の文献を縦横に検討し、その成果を
体系的に吸収している点も評価したい。エニョン、デノーラ、スモールらの研究業績は欧米の文化社会学に
おける影響力に比して日本では未だ十分に知られていない（邦訳もほとんどない）。本論文は音楽の社会性
をあらためて問おうとする著者固有の問題関心から構想されたものであり、欧米の新たな研究潮流はその探
究の過程においていわば「発見」されたものである。本論文におけるこれらの研究文献の評価や位置づけは
単なる文献レビューにとどまらず、論文全体の趣旨と有機的に一体化している。重要な海外文献の発見的な
探索と摂取に成功していることも、本論文の学術的な意義の一つと考える。
  以上指摘したように、本論文は具体的な「出来事」としての音楽経験に立ち返りつつ、「音楽的媒介」と
いう新たな視座を構築した社会学的研究として、博士学位申請論文に求められる学術的水準を満たしている
と判断する。
（本論文の課題）
 以下では、著者がさらなる研究の展開に向けて取り組むべき課題を、以下の三点にわたって指摘しておき
たい。
　第一に、本論文における「媒介」（mediation）概念をさらに洗練し精緻化していくことが期待される。本
論文は、「音楽的媒介」が、「音楽」と「社会」の間に想定されがちな因果的決定の予断を避けつつ、両者の
双方向的、互酬的な同時生成を具体的に把握するきわめて有効な概念であることを示している。しかし、こ
の「媒介」の規定それ自体にはなお消極的で曖昧な部分がのこされている。「決定」や「影響」とは異なる、
「媒介」のもつ積極的意味をどのように考えればよいのか、また、「媒介」の具体的な対象やプロセスをどの
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ように捉えればよいのか等、今後より精緻な概念化に向けた検討が行われることを期待したい。その際、「経
験としての芸術」（デューイ）や「アフォーダンス」の考え方のもつ認識論的含意をさらに掘り起こしてい
くことが有効であろう。さらには、本論文の視点に立つ著者独自の新たな経験的研究（フィールドワーク）
を通して、人々の個別具体的な音楽経験の現場から「音楽的媒介」概念をより豊かに肉付けしていくことが
期待される。
　第二に、音楽愛着の生成理論のもつ含みについて、さらに生産的な検討が可能であろう。
  音楽愛着の経験が「能動と受動の間」（＝主体による探究努力と主体が音楽に奪い去られる経験）に生成
するという事実は、音楽経験のもつ「出来事」性とともに、その「非主体性」をも示唆している。この「非
主体性」のもつ意味合いに焦点をあわせることで、音楽愛着における「出会い－探究－理解」というプロセ
スをより立体的に記述することが可能になるのではないかと思われる。この問題はまた上記の「音楽的媒介」
の理解とも深く関連すると考えられ、今後の考察を深めていくことが望まれる。
  第三に、本論文は、音楽におけるパフォーマンスの意義に注目し、その媒体が楽器・楽譜、録音装置、ス
テージ空間はもちろん衣装や身体、さらには批評的言説など多様な事物の働きを含むことを説得的に示して
いるが、個々の事物の働きについてはより具体的な分析が行われる必要がある。今後の展開のためには、組
織におけるアーティファクトの働きに注目する組織美学や人間と事物（モノ）の相互作用を対称的に扱うア
クター・ネットワーク理論の知見を取り入れていくことが有益であろう。とくに「主体―客体」の二分法か
ら距離をとり、「人と事物との関わり」のうちに音楽経験の生成をみる本論文は、ヒトだけでなくモノにも
行為主体性を認めるアクター・ネットワーク理論と響きあうところが多いと考えられる。
  以上、審査委員会は、本学位請求論文の内容と申請者の研究活動を慎重に審議し、05年５月日に行わ
れた公開口頭審査の結果から判断し、吹上裕樹氏は博士（社会学）の学位を授与するにふさわしいとの結論
を得た。ここに報告する。
